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◼石油安定供給に係る内航海運業界並びに政府のご協力に
感謝申し上げます。

◼内航輸送は、石油製品輸送の約８割を占める石油安定供
給の“要”です。

◼石油業界は、法令を遵守しつつ、内航海運事業者様との
対話に真摯に対応し、内航海運の安定輸送に資する検討
を進める所存です。

（出所）国土交通省HP

石油製品輸送

の約８割

国内貨物輸送全体
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１．はじめに（石油業界の基本的認識）



◼構造的な石油需要減少により、石油製品の内航
輸送量は大幅に減少。石油需要は、今後も減少
傾向で推移の見込み。

◼船員の働き方改革への対応、船員の高齢化と若
年層船員の定着率低下に伴う船員不足により、
内航輸送能力が低下傾向にあることを懸念。内
航安定輸送の維持には、船員・人手の確保が不
可欠。

◼石油業界は、内航海運事業者様との労働環境改
善や作業効率化に関する対話に真摯に対応し、
内航海運の安定輸送に資する検討を進める所存。

（出所）国土交通省HP
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２．石油業界における内航輸送の現状・課題



①自動荷役システム搭載船による荷役監視業務の緩和
⇒自動荷役システム搭載船での甲板上での実液面常時監視の緩和※について本運用開始。最大

で荷役時間の70%を室内待機（休憩）等に充当。
※オーバーフロー等に備えた船員の目視によるタンク監視を、自動荷役システムによる積み揚げにおけるタンク
の切り替え時のみとして、他の時間は休憩等に充当することを可とした。

②船舶（2,000KLクラス以下）燃料のA重油への専燃化による清掃負担軽減
⇒船舶燃料を適合油（C重油）からA重油に専燃化することで、ストレーナー清掃頻度を減らし、

船員の作業負担軽減（清掃時間20～40時間/月削減）。要望により大型船もA重油専燃化。

(1)船員の作業負担軽減

③船食デリバリーサービスによる司厨長・船員の労働負荷軽減
⇒運航会社手配の外部デリバリー委託業者に対してセキュリティを両立させつつ入構を許可する
ことで、バース付近での食料配達を可能とし、司厨長や船員の構外への買い出しの手間を削減。

④熱中症による労働災害防止
⇒製油所・油槽所の安全基準に基づきつつ、荷役作業中における熱中症対策グッズの使用許可
（保冷剤ベスト、ネックリングクーラー、ただし、防爆型のファン付き作業服は制限あり） 3

３．荷主と内航海運業者との連携強化優良事例（１）



ゲートラダー®※設置の省エネ船リプレイスに係る運航会社との合意
⇒ゲートラダー®設置船舶への更新および傭船を運航会社と合意。

※プロペラ両側に取り付けて（通常の舵はプロペラ後方に取り付け）、船の省エネ性能を向上させる特殊形状の舵。

(3)省エネ推進の取組

(2)他社との協力による船腹確保・輸送効率化

①他石油元売会社との合積み
⇒他社で装置トラブルが発生した際の支援として他社に自社製品を販売した際、自社船舶に
当該社の基地向けの製品と近隣の自社基地向け製品を積み合わせて輸送（通常は販売先が船を
手配して引き取り）。

②他石油元売会社への自社専航船の貸し出し
⇒他社専航船にトラブルが発生した場合に、自社専航船を貸し出し。

(4)安全運航への取組

AR（拡張現実）ナビゲーションシステム※の導入による安全運航の向上
⇒一部専航船においてARナビゲーションシステムの搭載を合意。

※船橋からのカメラ映像に、航行に必要な情報を重畳表示。悪天候時や夜間など目視確認がしづらい状況における
操船・見張りのサポートを行う。 4

３．荷主と内航海運業者との連携強化優良事例（２）



◼石油需要は、2025年度以降も燃料油計で年率マイナス2％以上の割合で減少の見通し
◼国内燃料油需要が減少し続けている現状を踏まえつつ、荷主業界として何が出来るのか、
業界単位で出来ること/個社単位で行うことを峻別しつつ、内航海運事業界との対話に真
摯に対応し、課題の解決に向けて検討を進めたい。

（出所）経済産業省「石油製品需要想定検討会」資料（令和7年4月25日）
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４．取引環境改善・生産性向上に向けた今後の取組方針
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◼内航安定輸送の重要課題である船員不足対策の推進をお願い致します。

◼内航輸送の一層の効率化、労働環境・生産性向上、省力化に資する技術開発・設
備投資等に対する政府支援をお願いします。

◼内航カーボンニュートラルに向けた技術開発や設備投資等に係る政府支援をお願
い致します。

以上

５．内航安定輸送に係る政府への要望事項
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